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中 房 温泉 及 燕 岳 の 葉 ( 島 居 正 名 ) : 7 月 上 上申 名 に 過去 敷 回 同 地 で 採集 行 O, 面 邊 いと 
思 つ た 種類 を 例 晶 すると : ウラ キン シジミ (高瀬 川 星 ) ウス イロ オナ ガ シ ジ ミ (中 房 温 
泉 ), オ ホ イ チ モ ン ジ (信濃 坂 ) クモ マツ マキ チョ ヨウ ( 燕 語 頂上 ), タカ ネ ヒ カゲ ( 燕 全う 
ヤマ モン キチ ヨウ ( 燕 語 ), 他 に , 控 集 は し 得 な か つた が 人 錠 4 セン シジミ を 信 漠 坂 で [ 岡田 
慶 夫 か が 確 貨 に 目撃 し て ゐ ゐ . ' 

ー ノ 澤 の 紅 (岡田 慶 天 ) : 北ア ルプ ス 常 全 馬 か ら 東 流す る 澤 で ある が , 過去 数 度 の 綴 験 
に よる と 相 営 虹 が 多い ・ 特に 8 月 中 名 に ベニ ヒ カ ゲ , クモ マ ベ ニ ヒ カ ゲ 。 オー コマ シン シミ > 
コ ヒ オ ド シ が , 又 下旬 に は エル タテ ハ , キ べ り タ テハ 等 が 多い 様 で お る ち : ミド リ シ ジ ミ 類 
と し て は エゾ , ジョ ヨー ザン , メス アカ , アイ 4 ノミ ドリ シジミ ミ が 探れ た か 7 月 中 下旬 で な い 
と 新 鮭 な る も の は 望め な い . 所 が 良く 控 集 地 と し て は 副 ま れ て ゐる が 伯 り 知 られ て ゐ な い に 
うこ: . 

中 國 山脈 の スギ タニ ルリ シジミ (岡垣 弘 ) : : 中 園山 賑 の 穂 ノ 見 ヶ 山 塊 の 衣 の 大 井 部 落 路 
上 上 で 私 は 1945 年 5 月 25 日 本 種 ! 全 を 捕 を た. 胸 年 竹内 亮 氏 も 同 部 落 の 茶 の 花 で 5 月 14 日 
1 る を 探 果 他 に も それ ら し いも の を 見 られ た . 本 種 は 中 國 山 脈 中 に 問 々 分 希 し , 適 党 
な 時 に 行け ば か な め 控 集 さ れる も の と 思う . 何れ る も 古い 個 肛 だ が , 裏面 の 円 い 九 州 産 量 分 
と は 詳 に 京 B の も の より の 野 い よう) で, 交尾 器 も 京都 の も の と 多少 差 が ある . 和仁 同 地方 に は 
医 化 価 向 の ある ウス バシ ロ テ フ を 産 し , 中 國 地 方 に は 非常 に 少 い シー タテ ハ を 竹内 氏 は 
1946 年 5 月 14 日 に 控 集 し て ゐる . 

京都 北山 の ウス 4 ロ オ ナガ シジミ ( 河 張飛 -) : 本 衝 は 従 座 比良 山 よ め 敷 加 探 集 きれ , 
更に 葵 生 京 大 演 御 林 よ り 1947 年 に 探 集 され た . 私 は 1948 年 7 月 7 日 京都 市 より あま 9 り 洋 
く な い 財 京 都 三 中 山 小 舎 近 で 本 竹 - - 頭 を 得 た 。 

ヒサ マツ ミド リ シ ジ ミ = の 控 集 記録 A : 滋賀 蜂 比 良 出 や 京都 北 由 が ら は 毎年 散 
頭 づ つつ 探 集 きれ て ゐる が , 個 艇 敷 は 年 に よ つ て か な 0 畿 化 が ある . 場所 的 に さと そ 〒 は 住み 
分 け の 款 な 現象 が 見 られ る . 人 (近江 博物 同好 會 誌 , 第 113 中 , 1941; Zephyrus, 
vol. 9, 1947) は 伊吹 山 附 近 で 本 種 を 控 集 され た が , 京 才 天 氏 は 三重 骨 御 在 所 山 で キリ シマ 

ミド リ シ ジ ミ を 控 集 中 本 種 1 頭 を 探 信 きれ た . eS 

シル ヴィ アシ ジミ 京都 市 内 に 産 す (石田 誠治 ) : 本 種 は 京都 附近 で は 大 阪 府 高槻 市 に 於 
て 探 集 され た が , 最近 京都 市 南端 の 中 和書 人 で も 相 営 毅 生 する 事 が 知ら れ た ・ 

最近 の キマ ダラ ルリ ツバ メ 探 集 記録 ( 島 居 正 名 ) : 本 種 を 京都 市 内 で 最初 に 控 集 し た 人 
は 酒井 寅次郎 氏 i と の 事 だ が , 共 後 市 内 各地 で 採集 され る 様 に な つた . と ころ が 
1918 年 府下 福知山 市 及 宮 津 市 で 本 種 が 名 見 され た こ と が 新聞 に 報 ぜ られ て 注目 され た 
(宮津 で は 敷 年 志す で に に 和 入る れ た と 聞い て る ) 伺 以 新 よ り 度 々 探 集 され て ゐ る が , 
私 も 大 山 に 於 て 本 竹 1 〒 を 採集 し た ・ 

比 吉 山 の 時 採 集 (岡田 慶 天 ) : 京 f 柚 電 鐵 で で は ー プ ル 四 明 鎌 皿 や 蛇 ケ 池 遊 園地 に サー チ 
ラ ィ イト を 借 を , 一 般 の 夜間 探 集 に 便宜 を 岡 つ て ゐる の で 数 回 探 集 あ 行 つ た . 大 型 の ぁ の で 
面 折 いと 思 つ た の は ホソ バス ズ メ ・ キ オビ ドク ガ ・ ム ラサ キシ タバ 等 が あつ た . 八 瀬 博物 
舘 の 今井 氏 , 京 大 の 三浦 氏 を ( に じ め 京 都 の 同好 者 が 純 年 同 山 に 探 集 きれ て ゐる の で に 
精 し い 結果 が 毅 央 る され る と 思う . 

海 外 難 まま 

The Lepidopterists* News: 前 に 日 本 へ 錠 駐 し て 来 た C. 上. Rn 兵 は 1947 年 5 
月 に The Lepidopterists’ Society を 結成 し , 上 EO NCW ef を 和仁 月 競 行 し て ゐる . 内 
容 【 は 交 献 紹介 ・ 評論 全員 よ 9 の 退 信 等 豊 人 Et で あ ム る. 等 ye 1 12 下位 . 

La Societe Lepidopterologique de Geneve : 1945 年 40 周年 を 迎え , La Societe En- 
tmologidue de Geneve と 改名 し , 一 般 昆 虫 器 の 届 谷 に 琴 展 . 

柚 洲 に 診 け る 戦火 : 全 壌 し た コレ クシ ョ ン は ハン ブル ク 博 物 館 共 上 ft 敷 ケ所 . ドレ ス デ ン 
博物館 は 部分 的 に 損傷 ケー= ツ ヒ ・ ボ ン ・ ウ ィ イー ン ・ ベ ルリ ン 交 『 の 大 部 分 の 博物 凍 は 建 
物 ( ょ 破 殖 きれ た も の も ある が , コレ クシ ョ ン は 疎開 な ど を し て る た た め ほ と ん と 安全 に 保 
SO 億 し ソウ ヴイ エ ツ ト 下 に ある 地 維 の 損害 は か な り 大 きい らし い . 休 同 

に ある Forster 博士 は 健在 で ある と の こと . 
人 る 名 法 に 開 す る 一 試案 : ベル ギー の S.G. Kiria ド off の 数 回 に こわ た る Lepidopterists’ News 
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1949T、 . BUTTERFLIES AND MOTIHS (33) 
2 
へ の 投稿 に よ の * 宙 pri 彼 傘 容 は 人 の 和夫 に 乳 す る も の の み に 典 え ら る べき で あり . 叉 
分 類 函 は 元 來 生物 胸 の 一 部 門 で ある か ら あ ら ゆ る 生物 時 の 分 野 を 考 虐 し て 分 類 を せ ね ば な 
ら ぬ と の う 立 場 より 出 外し . 租 や それ 以下 の 理 位 を 喝 に 今 理 的 に 表す 命名 法 を 名 環 し て 
の る . 印 ち fntraspecific categories に 属す る も の と , Circumspecific categories に 属す る 
ゃ の と に 分 け , 更に 前 者 を Geographical race, Ecological race, Cytological racs, Micro- 
race, Cline に 分 け , 後者 を . Species proper, Semi-species。 Ultra_species に 分 ける . そし て 
夫 * を 示す 記 跳 鍋 名 に 附 し て 性 質 を 示す の で ある . 要する に 形式 的 な 現在 の 學 名 に 詳細 

な 性 質 を 示す 記 貴 を 附 し て 系 統 伯 ト 類 的 な 色彩 を 典 へ ん と する も の で ある と 言え よう). 

Some Principles of classification in Lepidoptera, with special reference to the bu- 
tterflies: B. C. S. Warren が The Entomologist、vol. 80 (1947) に 次 表し た 論文 で , 種 
ぇ の 分 類 標 微 の 償 値 の 軽重 を 考 容 し , 蝶 を 系 統 的 に 分 類 し た も の で ある . それ に よる と 蝶 
は 次 の 様 【 こ 分 類 さ れる . i 

: Suborder :・ Heteroneura : 

Super-family . Group I 
Super-family Group 
Superfamily Hesperioidea…………… Hesperiidae. 


Superfamily Papilionoidea 
(A) Primitive famnily-grOuD……ーーー…ー Papilionidae, Fieridze, Lycaenidae. 
(B) Advanced ” family-group…………… Riodinidac。Libytheidae..  -. 
(C) Specialized family-grouD・… バ ーー…ー Nymphalidae, Satyridae; 


Classification of the Butterflies, with the Allocation of the Genera occuring in 
North America North of Mexico: Austin H.' Clark が Proc. Biol. Soc. Washington, 
vol. 61, pp. 77-84, 1948 に 琵 表 し た も の で , 多く の 人 < 々 の 研究 を 縮合 し た 結果 の 分 類 表 
で ある . 竹 々 の 馬 か ら 現 在 の 分 類 の 一 標 n 人 準 を な す と 言 へ る . 彼 【 は Papilionoidea を 
nes, Lycaenae, Nymphalides に 分 つて ゐる . 我々 の 闘 い の 深い Lycaeninae は 次 の 様 に 
けら れ て の ゐる. 

Theclini ON (Zephyrus, Thecla, Strymon etc,) 

Eumaeina (Eumaeus) 
Lycaenini Lycaéna (Lycaena, Tharsalea) 
{plebejina (Zizera, Everes, Plebejus. etc.) 

Argynninae の 分 類 : C.F. dos. Passos &L. P. Grey: A genitalic survey of Argynnin- 
ae (Amer. Mus. Nov., no. 1296,1935) に よる と 新 北 司 の Argynnis は 枝 北 臣 の も の と 遍 別 
され , Speyeria を その 局 名 と すべ き で ある と めのう ぅ . 費 北 居 の も の に つい て は 詳細 な 検討 は 
し て ゐ の な い が , 耳 氏 が 論文 作成 中 に B.C. S. Warren: Review of ths classification of the 
Argynnidi: with a systematic revision of the genus Boloria,: (Tran. Roy. Eat. Soc. Lond., 
vol. 94。 1914) を 績 到 し て の る ゐる. そし て 雨 者 の 結果 は 大 栓 一 致し て ゐる 様 だ (後者 は 100 貢 
46 賠 版 の 大 著 だ が 未だ 見 て ゐ みな い ), 彼 等 は 准 北 の Argynninae を Boloria, .Brenthis, 
Argynnis の 3 属 に 分 つて ゐる . Boloria に は アサ ヒヒ ヒョウモン 等 小形 の も の , Brenthis 
に は コ ヒ ョ ウ モ ン ・ ナ ミ ヒ ョ ヨウ モ ン の み , Argynnis に は 大 形 の ヒョウ モン 疾 が 司 する . 

超 の 色素 と その 近 人 : 忠 の 色 腕 の 地理 的 締 化 に つい て 大 分 前 だ が W. Hovanitz (Ecology, 
vol. 22. no. 8, 1911) に 面 息 い 論文 を 艇 表し , 共 後 る 同様 の 研究 を し て ゐる 様 で あぁ . 上 
記 論 六 に 依っ と カリ フォ オル = ァ を 中 心 と し た アメ リカ 西海 岸 は 系 候 的 - 欄 その 型 に 分 け ら 
れ , こ - れ と 農 の 疾 紋 濃 化 の 開 係 は ー 頑 絞 の 色素 を 第 工 群 (黒色 の メラ = ン 系 ) 第 『 其 
(タテ へ ハ 等 の 地 公 を な す 赤 , 褐 , 3 次 公 系 色素 ) 第 還 知 (アゲハ ・ シ ョ チョ ウ 等 の 地 色 を な 
す 牙 ・ オ レン ヂ の アプ テリ と 分 ける と , 低温 ・ 高 漢 ・ 多 爾 で 日 光 輸 射 量 の 少 い 土 
RON に 増し , 第 【 群 は 弾き を 塔 し 面積 は 増す か 又は 減る . 第 略 
は 明る い 色 の 度 さ を 載 す . か いる 事 賞 は 一 群 の 蝶 で 卒 行 現 象 を ん ホ し , 一 種 の 適 應 と 孝 へ ら 
4 ん る . 最近 化 虹 航 な テ 場 か 5 EE. B. Ford (Proc. Roy、Enk。Soc. Lond. (A), vol, 22, pp. 
72ー76。 1947) は プリ テリ ン の 検出 反 應 を 震 委 し て る ゐる. 

The Origin anij History of the British Macro-Lepidoptera : B. P. Beirne が Trans. Roy. 
Fnt. Soc. Lond., vol. 98, pp. 279 一 872。1947. に 厳 雪 し た も の で , 英明 の 現在 の macrole- 
pidoptera ( は 移住 に よる も る ので, 12 高 年 近 滑っ て 労 へ , 前 後 6 四 の 気候 独 化 に よる 移住 で 
その 大 幅 が 形成 され た こと を 誠 べ , 更に 鱗 超 類 の 種 の 形成 に は 約 12 高 年 , 唱 穂 の 形 2 成 に は 
約 5 高 年 を 妥 NO と を 論じ て ゐる ・ この 様 な 研究 は 我 園 で も 記 ま れる と ころ で い 中 水 氏 
( 松 映 , Vol. 2。 No]。1947) の 強調 され る 系 統 生物 地理 的 方 法 る 同様 な 傾向 と 思 は れる . 





NII-Electronic Library Service 


